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本研究は,｢明確なねらいを持たせながら英語を聴かせ,正しい発音を意識しコミュニケー
ション活動を授業に十分に取り入れることが,生徒のリスニング能力の向上につながる｣
という仮説の下,2年間にわたった実習協力校や勤務校で取り組んできた実習 ｡実践の檀
めである｡リスニング主体とした授業では,生徒の音声面での ｢気づき｣を重視すること,
コミュニケーション活動では,リスニングカの育成のために,敢て,生徒の話す活動を意
識した授業に取り組んできた｡外部模試,授業アンケー トでその効果を検証する｡
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1 問題の所在と方法
平成 20年 1月の中央教育審議会の答申には,
高等学校の英語教育について次のような認識がな
されている｡
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平成 20年3月の新学習指導要領では,外国語
学習の目標に関して,｢外国語を通じて,言語や文
化に対する理解を深め,積極的にコミュニケーシ
ョンを図ろうとする態度を図り,聞くこと,話す
こと,読むこと,書くことなどのコミュニケーシ
ョン能力の基礎を養 う｡｣と基礎学力の指導に力を
入れる必要があるとい う方向であるが,その一
方,英語の授業は原則英語で行 うなどとし,英語
の ｢聞くこと｣｢話すこと｣の指導の充実を求めて
いる｡
これは,学習者及び社会全体が英語教育に対し
てリスニングカの向上に対する期待が非常に高い
ことを反映している｡
竹蓋(1989)1)は,
QQQ今Gの草野夢の辞めていaあのIi,節
ちかILr㈲ 塘 ク′屠L,虎クノできa腸 管あ
a o ぞL,てこ儲 夢で求められ ている余勢汐
唐癖静とIi,/よク虚い頗野とよク少恵む潮 で
5戯教義成すa虜棚 Q学部監/であク′
/すいHF7/質L,/.1牌 新 一､噸 e併:場の朗 嘘､げで
凌ぐ′# 催会ノ働 a櫛 逓覇鑑カのつ
ぐ教育で洛B ｡
そのような社会の要請に対応 して,ようやく
2006年度から大学入試センター試験にリスニン
グテス トが導入されることになった｡ 私自身もこ
れまで何回か3年生を担当し,リスニング指導も
行ってきた｡これまでの指導を振り返って,次の
ようなことをリスニング指導の問題点として掲げ
た｡
① リスニングの具体的な指導は,授業以外の課
題や自主的なリスニングの活動に負 う部分が
非常に多かった｡ともすると,生徒の自己学習
に任せっきりで,教師の具体的な指導場面が不
足していた｡聞き取れなかったなら,｢どの部
分がどのような原因で聞き取れなかったのか｣
｢なぜ聞き間違えたのかJ,｢次回に同じミスを
しないためには,なにをどう修正したらいいの
か｣に関するフィー ドバックは一切なかった｡
② リスニング指導の生徒-の動機付けが,大学
受験｡資格合格とい う外的な動機付けが中心で
あり,内的な動機付けをほとんど行ってこなか
った｡
③ 現任校におけるある学年全体の最終的な英
語の成績とセンター試験のリスニングの得点
の相関が,相関係数で0.6と低かった｡
また,リスニング活動の指導が以上のようにな
って原因として,次のような思い込みがあったの
ではない かと分析した｡
① リスニングには,まずその土台に英語の基礎
力が無ければならない｡その意味で,読解指導
や基礎となる文法 ｡語嚢指導に指導の重点が置
122
きがちになり,英語による授業を十分には行っ
てこなかった｡
② 目に見える文字ではなく,音声の指導であり,
どの語が聞き取れ,どの語が聞き取れていない
のか把握できず,個別の生徒の実態を把握しに
くかった｡
③ リスニングカの生徒の実態は,その時の生徒
の学習意欲 ･興味関心に大きく左右される｡ま
た,本来持っているその生徒なりの頭の回転の
速さに大きく依存する｡それ故に,教師の指導
が難しい｡
④ 生徒の発音指導は,大学受験には,無関係で
あり, 単語は,すらすら読めればよい｡正しい
発音の指導は,それほど重要でない｡
全体を通して,リスニングカを,個人の問題に
してしまって,教師が,全体に指導できる範囲か
ら外してしまっていた｡また,前述の中央教育審
議会の答申にあるように,大学受験の得点アップ
に重点を置きすぎ,バランスのとれた指導を行っ
てこなかった｡
センター試験のリスニングと学校成績の相関について
(2009年 ;縦軸-センター リスニングテストの点数｡横軸-学
校の最終成績200点換算)
センター試験 (筆記試験)と学校の成績の相関:相関係数0,76
センター 試験 (リスニング)と学校の成績の相関:相関係数0.61
2 先行研究の検討
プレゼンテーションⅠでは,これらの課題に対
して,リスニングカに対する社会の期待を裏切る
ように,リスニングカ向上の難しさを述べた｡
Nunan(2002)2)は,リスニングの能力を ｢第2外
国語習得のシンデレラのような能力｣ と呼んだよ
うに,リスニングのプロセスは,非常に複雑であ
り,理解するのは奇跡的なくらい難しい脳の働き
があると述べている｡実際,コンピューターの進
んだ現代にいたっても,話言葉を理解する機械は
皆無に近い｡
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竹蓋(1989)は,何回も聴けばそのうち分かるよ
うになるというような安直な指導姿勢に対して,
難しくて一度で理解できない教材は,｢何度繰り返
しても,それ以上あまり聞けるようにならない｣
ということが分かっている事を示し,リスナビリ
ティー ･ファクターの実験から次のように結論を
示している｡3)
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つまり,リスニングの内容が分かるには,様々
な視点でとらえる必要がある｡最初は,白紙であ
った内容を,皆でそれぞれの得意とする視点で,
試行錯誤しながら作り上げていくジグソーパズル
のようなものである｡自分なりに考え･気づきな
がら,｢ここは,こうでないか?｣と仮定しつつ,
次に確かめつつしていくプロセスこそが重要であ
り,｢仮定一検証｣のプロセスを通じて,初めてリ
スニングの力をつけていくのだ｡
また,具体的な取 り組ませ方として,竹蓋
(1989)4)は,
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と述べ,教師が介入し,その都度,聞くポイン
トを指示することが,よりリスニングを効果的に
することを示した｡
それで,次のような仮説を立て,実際の英語の
授業Ⅰで役立っかどうか実践した｡
明確なねらいを持たせながら英語を聴か
せ,正しい発音を意識しつつコミュニケ-シヨ
ン活動を十分に授業に取り入れることが,生徒
以上のような仮説を立てて,様々な角度から実
践を行ってきた｡
3 実践と結果 (明らかになったこと)
2年間にわたって,リスニングにまつわる指導
を,実習協力校 (国立中学校,県立A高校),現勤
務校で行ってきた｡ここでは,仮説に基づいて,
実習協力校で実際に行ったこととその成果,勤務
校で実際に行っていることとその状況を紹介する｡
県立A高校 (実習協力校)での実践
(ヨコミュニケーション活動を利用した文法事項の
導入
昨年度 11月の県立A高校で,英語Ⅰの授業の
実践を行った｡その中で,コミュニケーション活
動を授業に十分取り入れた文法指導の実践を行っ
た｡その実践と事後研究会で出された意見を紹介
する｡
(実際の授業で行ったmakeOCの導入の例 ;途中
の文法指導から)
i)目標を把握させる｡
教科書本文に関わって,makeについて,学ぶ
事の確認をする｡
並)(寸受業は基本的に全て英語で進める｡)
生徒と自分の関係を確認する｡
T: (自分を指さして)I
Ss: (教師が自分を指さすのにあわせて)You
T: (生徒を指さして)You
Ss: (教師が生徒を指さすのにあわせて)I
T: (教師が別の方をさして)he
Ss: (教師が別の方を指すのにあわせて)he
in) ピクチャーカードと身振り手振りを使って,
自分の状況を英語で話し,生徒が繰り返す｡
T:(ピクチャーカードを示し,自分を指し)
Themoviemade mecry. Repeat.
Ss:Themoviemademecry.
T:No.(自分を指して)YouH!
Themoviemadeyoucry!(と,言い直
させる｡)
Ss:Themoviemadeyoucry.
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T:Good! Next,
(ピクチャーカードを示し,自分を指し)
Theheavyrainmademestayhome.
Ss:Themoviemadeyoustayhome.
(繰り返させる｡個別に指名したりする)
T:(ピクチャーカードを示し,生徒を指し)
Acupofcoffeemaymakeyourelax.
Ss:Acupofcoffeemaymakemerelax.
(繰り返させる｡個別に指名したりする)
T:(ピクチャーカードを示し,別のほうを指
し)
Themedicinewillmakehimfeelbetter.
Ss:Themedicinewillmakehimfeelbetter.
(繰り返させる｡個別に指名したりする)
●●●●■●●●●●●●●●
このようにして,例文を6つ提示し,ピクチ
ャーカードを黒板に貼っていく｡
●●●●●●●●●●●●●●
iv)文法事項を板書し,生徒には,ノートにまと
めさせる｡
板書 Themoviemademecry.等文法のポ
イントを書き,生徒にはノートにまとめさせ
る｡
Ⅴ)makeの例文をつくり口頭練習する｡その際,
活動を活発にするために,消しゴムの取り合い
競争を仕組んで,より熱中して活動させる｡
T:これから,黒板の6枚のピクチャーカードを
見ながら,私が,英文を言います｡皆さんは,
立場 (人称)を変えた形で,私の後に続いて
英文を作って下さい｡さらに,今回は,隣の
人とペアで学習します｡二人の間に,消しゴ
ムを一つおいてください｡6つの英文の中の
特定の1つの文,今回はAcupofcoffee～
の文にしますが,その文が読まれたら,先生
の後に続いて一回読んで,読み終わった人が,
ペアの間の消しゴムを取ります｡早く消しゴ
ムを取った人が勝ちということにします｡
T:Herjokesmademelaugh.
Ss:Herjokesmadeyoulaugh.
●●●■●●●●
T:Acupofcoffeemaymakeyourelax.
Ss:Acupofcoffeemaymakemerelax.
(言い終わった者が先に,消しゴムを取る｡)
このような活動を繰り返す｡
T:次に,4 (5)入組のグループになりま
す｡今度も,班の中央に誰かの消しゴムを
一つ置いておいてください｡先ほどのペア
の活動を,今度はグループで行い ます｡今
度は最初に英文を読む人も班の中でやっ
てもらいます｡グループの中で指定された
一人が,黒板も6枚のピクチャーカードを
見ながら英文を先生と同じように言いま
す｡班の残りの人は,立場 (人称)を変え
た形で,後に続いて英文を言います｡ただ,
先ほどと同様に,ある特定の文が読まれた
ら,それを言い終わってから,班の真ん中
にある消しゴムを取って下さい｡
Sl:Herjokesmademelaugh.
Ss:Herjokesmadeyoulaugh.
●●●●●●●●
Sl:Acupofcoffeemaymakeyourelax.
Ss:Acupofcoffeemaymakemerelax.
(言い終わった者が先に,消しゴムを取る｡)
このような活動を,代表を換えながら行う｡
このようにして,makeの定着の確認を図った｡
以下は,事後研究会での同校の英語科の先生方か
らの意見である｡
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また,生徒のアンケートも8割以上の生徒がmake
について良く分かったと答えていた｡
② 英語の歌による英語の音変化 (いわゆる
liaison)の指導
今年度,1年生対象に英語の歌を用いたリスニ
ングの指導を行った｡ 特に,この活動では,英語
の音変化に焦点を当て音変化を聞き取る活動を行
った｡
実際に使用した英語の歌は,オーストラリアの
子供番組で活躍するグループHi-5の曲である｡
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このグループの曲は,幼児向けなので語嚢が非常
に限られて平易であるが,基本的な音変化は非常
に多く含む｡音変化の教材としては優れていると
考える｡また,音楽的にもノリがよく,歌詞の内
容も日本の子供向けの歌詞にはないような,個性
を尊重する気持ちを教えたり,想像することの楽
しさを教えたりするなど,青年が聞いても十分共
感できる内容である｡
方法は,生徒に曲の中の,ターゲットになる音
変化の部分を何回も何回も繰り返し聞かせ,ディ
クテーションさせた｡聞かせながら,教師がいろ
いろな角度から,ヒントを与えたり,生徒のつぶ
やきをカタカナで拾ったりして,生徒の発見を共
有させながら,みんなで考え,正解に近付き納得
させていく方法である｡最後には,ある程度,歌
えるレベルまで指導を行った｡次が,実際に使用
したワークシートである｡
Hi･5 'lshowyouaHi-5Son
( )( )( )and(
( )( )( )
Ⅰ'mgonnafindyouagain.
)to( ') ※
※の繰り返し
andagalnandagalnandagaln.
Iwiljumpandhidefromyou
Iwilchaseyoul･oundandround
Skipintime,playpeekaboo
Readyornot,you'1･efound
㍗lchaseyouheleandthel･e
rlchaseyoueverywhele
lnside,outside,upanddown
Catchmeifyoucan=…
この活動では,生徒は曲そのものに非常に興味
を持っと共に,一体何と言っているのか聞き取れ
ないことにショックを受け,非常に集中して聴い
ていることがよく分かった｡ ハイジューが,実は
Hldeyouであることを知った時は,その意外さに
驚いているようであったし,何回も何回もみんな
で聞きながら,意見を出し合いながら聞く喜びを
感じているように思われた｡
国立中学校 (実習協力校)での実践
① 基本単語の導入指導の実践
今年度 11月,国立中学校での1年生の研究授業
では,音声と発音を重視した基礎単語の導入を行
った｡
この指導では,新出単語のリストの中に,出来
るだけ実際の発音に近いカタカナを書きこみ,英
語の綴りにとらわれないで,出来る限り英語の単
語を正しく発音させ,それを定着させることを大
きなねらいとした｡たとえば,canada,schoolと
いう語の導入は,本来の発音を大事にして,ケァ
ナダ,スクーオとカタカナで単語に振り仮名をつ
け,最初から基本語嚢について,正しい発音で聞
いたり話したりできるように指導を行った｡ 実際
に,カタカナで導入すると,単に音あるいは綴り
の文字情報で導入するのに比べて,大事で分かり
にくい発音を強調することが出来て,全体として
は,発音は非常にきれいに出来ていた｡期間が短
く,定着したかどうかは不確かであったが,効果
が上がったと考えている｡以下,実際に授業で用
いたワークシートである｡
② 中学3年生-の発音矯正
発音指導は,語の導入のときだけでは決して発
音は矯正されない｡授業の中で教師が生徒の英語
らしくない発音を教師が許せば,生徒の発音は改
善しょうもない｡発音指導では,常日頃の教師の
発音に対する意識が重要であり,生徒の発音を注
意深く聞き,どのような助言をして,修正を加え
るかが問われる｡
昨年度,中学3年生対象の研究授業の一部に発
音矯正の活動を取り入れた｡その内容と,生徒の
感想を紹介する｡
Rの発音指導 ペアで,お互いの前で,Theredriverruns
と言わせ,お互いの発音を確認させる｡
① 全員起立し,腹式呼吸体操,頬操み僻艶
② TVでALTのRの発音を見る｡発音の仕方の説明｡
③ 練習1分｡全員に20回以上練習させる｡
④ 座らせて,raceの発音をクラス全員チェック,出来ない
生徒を起立させる｡
⑤ 全体練習,立たせた生徒に再度読ませ,出来たら着席さ
せる｡
授業を終えての生徒の感想は,次のよう
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なものであった｡(学級 日記より)
:､//∴-/'J'-/'I/･'L:/.･I,/こ:/･:∵∴ LJl-二､､一王
者の倉/オ 〆こカ ぼノ入った 50分だっ
たoいつめ,5分ぼ窟 j発音だった
･∵':､工､/_･.lIl･丁 . ･r,':'･J/･I],･I′';-,i:-,:Ii･L'
いなとノ好いまL,たo_/
現勤務校での実践
① 発音指導の初期徹底指導
霞城学園,附属中学校の成果を踏まえ,勤務校
でも,1年の5月～7月に,乱Tの先生の協力を
得ながら,正しい発音の指導について,教師がし
っかり評価しながら指導を行った｡特に,日本人
が発音を苦手とするth音,Ⅴ,fの音,rの音の徹
底指導で,一人ひとりが完壁に発音出来るまで徹
底した個別確認指導を行った｡高校の入学時,正
しくth等の発音が出来る生徒は,ごく少数であっ
た｡ほとんどの生徒が正しく発音をすることは出
来なかったし,発音の仕方もほとんどの生徒が間
違って理解していていた｡発音について学年の担
当者が共通理解し,段階を踏まえて丁寧に説明指
導すると共に,教師が一人一人について厳しくチ
ェックしたところ,数時間で,発音は見違えるよ
うに変化した｡その後は,正しい発音が自動的に
出てくるように,音読練習の時は,正しい発音で
するように常にチェックし,現在も指導している
状況である｡
本校では,年に数軌 保護者対象に授業公開を
実施しているが,保護者から次のような感想も寄
せられていた｡
･Il･"I/･;,-i'･/+,l･Iで.'工 :i:･!∵;こ'/./I/IJ･I/),/'I::.-~
斉L,I:# L,ぐチェyクよれていT , フoU患
え/だなあとノ好いまL,je:oJ
②英語の授業の第一声は基本的に英語で始める｡
昨年度,国立中学校の指導の先生から,英語の
授業開始前の5分間の重要性を学んだ｡英語の教
員として授業開始5分前は,頭の中を ｢英語モー
ド｣に切り換えるために,全ての学校の業務から
離れ,ひたすら,授業での英語の話の練習をする
そうである｡電話も絶対を羊取らないそうである｡
そして,その雰囲気のまま授業に臨み,英語の発
話の第一声につなげるそうである｡
私自身,この一年,新学習指導要領にあるよう
に基本的に英語による授業を目指し,特に授業開
始前の5分間は自分なりの英語の練習に充てた｡
次は,授業冒頭の一例であるO
Goodmorning,everyone. LastnightI
checkedallofyourhomework.AndI'mafraid
Ifoundsomeofyoudidn'thandlnyour
homework.Pleaseraiseyourhandwhodidn't
handinyourhomework.Ok.Standupandtell
methereasonwhyyoudidn'thandinyour
homework.First,Ken.
●●○●●●●●○●●●● ● O
Ken:Ⅰ'msorry.That'sbecause～
(教師は援助しつつ,反省,遅れた理由を英語で
わせる｡)クラス全体は,神妙に話を聞いている｡
当然ながら,本気で叱るときは日本語ですべきだ
が,日常的な未提出者の催促等は,該当者に敢て
英語で話させ,クラス全体に対して,英語を話す
基本的な技術を与える機会としている｡
また,週に1回,教師の自作の英作文(一応原
稿も準備する)を生徒に読んで聴かせた｡内容は,
家族の話,これまでの体験談,友人 ･教え子の話
等であった｡話は,naturalspeed,slowspeed,
(時間があればもう一度slowspeed)で原稿を読
み,内容についての発見をペアで話し合って,坐
徒の ｢気づき｣ をペア,クラスで共有し合う授業
を行った｡(そのやり方は,教育実践研究科年報第
1号に述べた｡)また,ALTとの授業においては,
時事的な話題について論題を設け,賛成と反対に
ついて,教師とALTのディベー トのデモンスト
レー ションを行い,同様の過程を経て,最終的に
生徒にはジャッジとして参加させる活動も行った｡
このような導入に対して,生徒達は,非常に注
意深く話を聞いている｡生徒の反応は,非常に良
い状況である｡生徒は教師の予想以上に我々の英
語を聞く力があるし,授業に関するアンケー トで
も非常に多くの生徒から肯定的な声が寄せられた｡
/'J'L:1-が牢でILノ,~.'L/--I/l･i･∠∵nr-T'!(iI//H.チ./lt'L･:;
の家路ゲて餅 L,いでiToJ(アンケー トより)
③ 学習前後のリスニングの理解度を比較させる｡
リスニングの伸びは,実感しにくいものである｡
そこで,各課ごとのリスニングカの伸びを実感さ
せるために,学習前のリスニングの理解度と学習
後のリスニングの理解度を比較させてきた｡
今年度,勤務校で,学年全体 (生徒数200名)
の英語 Ⅰの授業に関して次のように指導してきた｡
ア)予習の一部として,最初に,教科書の学習す
る部分を何も見ないで聴き,全体の理解度を5
段階で,自己評価してくる｡
(予習は,教科書の全訳を課す｡)
イ)(全ての学習後)何も見ないで学習した所をも
う一度聴き,理解度を自己評価し,①と比較し
自分のリスニングカの変化を確かめる｡
ほとんどの生徒は,初発のリスニングの理解度
は1か2である｡しかしながら,学習の最後のリ
スニングは,理解度4,5となり,リスニングの
能力の伸長を確認することが出来ている｡
④ 授業での教科書教材のリスニング活動
ア)読解指導前のリスニング指導
(トップダウンリスニング指導)
研究仮説である ｢明確なねらいを持たせながら
英語を聴かせる｣ ことを土台にし,今年度,具体
的に次の様に,教科書の英文についてリスニング
活動を行ってきた｡
① (事前に予習してきてあるので)学習する部
分のディクテーションテスト(15の単語を埋
める)をする活動｡
a)ワークシー トを渡したら,何も見ないで自
力で1分間で ( )の語を埋めさせる｡
b)cDを聞きながら,ディクテーションをす
る｡
C)最終確認のために,CDを1回通して聞
かせる｡
- その後,自己採点させる｡
(この活動を,ペアワー クで行わせる場合もあった｡)
ディクテーションに関しては,15間中10点
以上を合格として,不合格の生徒は,間違った語
を含むフレー ズを5回ずつ書いて提出させた｡
生徒達の取り組みの状況は,おおむね良好であ
り,生徒のアンケー トによれば,最も集中できる
活動は,ディクテーションであることが分かって
いる｡また,集中して取り組んだと答えた生徒は,
8割5分を超えている｡さらに,9割弱の生徒が,
力がつく感じがすると答えている｡
② 内容について,コミュニケーション活動
内容についての英問,英答は,ディクテーショ
ン用紙の裏に,上部に奇数番号の質問,下部に偶
数番号の質問をまとめて印刷し,自分-の質問を
見ないように用紙を折り,相手に質問を投げかけ,
お互いが質問を聴き合い答え合う活動を仕組んで
きた｡終わったら,自分で問題を考えて質問し合
うこととし,活動時間中は一切の日本語使用を禁
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止した｡リスニングカの向上のためには,受動的
なリスニング活動だけではなくて,自分で英語を
話す活動や自分で英語の質問を考えて話す活動は
重要であると考えてきたからである｡以下は,そ
のワークシー トである｡
1)HaVeyoueVerseenthlspicturebefore?
3)Wasshewearlngherclothes?馳y?
5)ThroughthlseXperience,血atdldshe
thlnkof?
2)Whenaりdwherewasthispicturetaken?
4)Howlongwasshelnthehospita1?
6)DoesshewanteVeryonetoseethis
生徒は,多少の自由さの中で,意欲的に話した
刺,答えたりする活動に取り組んでいた｡
イ)復習としてのリスニング活動
(ボトムアップリスニング指導)
これは,主に前時の復習活動として行い,本文
の内容に関して,できるだけ分かりやすい英文で,
内容を確認していく活動である｡生徒と教師の平
易な英問英答で,内容をゼロから振り返ってみる
活動である｡
教科書の英文は,難しいが,全員が内容に関し
て良く分かるように,教師は,できるだけ簡単な
英文で,生徒と対話しながら内容を確羅し合って
いる｡その際,単純な図を黒板に書きながら行っ
ている｡また,その内容の復習の際に,文法上の
ターゲットも発間し,復習させてきた｡
以下,一例である｡
T:Whatanimalarewetalkingaboutlnthis
lesson?
Ss:Chimpanzees.
T:Arechimpanzeesclever?
Ss:Yes.
T:1軌y?Doyouhaveanyevidence?
(生徒の答えを,図にして黒板に害いたりする｡)
(さらに,Tが,Theycan( )( )( )
usesignlanguage.と板書)
T:Pleasefilllntheblank.
S:betaughtto.
(文法事項受け身文の復習)
この活動の成果は,特に下位の生徒の内容理解
に非常に効果があった｡ 教科書の本文とは違うレ
ベルの英文すなわち教師と生徒が使える会話レベ
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ルの英文でお互いに内容を確認し合うことは,坐
徒の誤った解釈を発見することが多く,効果的に
内容把握 ｡文法事項の復習が出来た｡
ウ)ピン読み
これは,既習本文を,教師がある語の代わりに
｢ピン｣と言いながら読み,生徒に,その語を当
てさせる活動である｡私自身,この活動をピン読
みと名付けている｡この活動では,生徒は,教師
の英文を聞きながら,常に内容を考えなくてはな
らない｡1セクションで,15-20個のピンを
出して読み実際に,生徒は集中して聞いている｡
また,この活動をペアで立って行わせ,一人が自
分で選んだ単語をピンと言いながら音読し,もう
一人がピンの単語を当てさせる活動もよく行った｡
生徒は,大変意欲的に参加していた｡
エ)パラフレーズ音読
これも既習本文を,ペアで段落毎にパラフレー
ズさせながら音読させる活動である｡ペアで,一
人が本文をある区切りまで音読し,ペアがその内
容についてパラフレーズしていくという活動であ
る｡ここでは,生徒が積極的に話す姿勢を大事に
育てたいと考えている｡生徒が挑戦して話すこと
をじっくり待つ姿勢,励ます姿勢である｡ペアワ
ークの後に,数名指名して,そのパラフレーズを
全体で共有すること｡教師自身のパラフレーズを
発表して,教科書内容を新しい表現で理解させる
ことを心がけている｡
オ)暗写プリントを利用した音筑 暗写
暗写プリントは,クローズテストをスケールを
大きくしたワークシー トで,教科書の本文の文章
を,約半分ぐらい隠し,下線部だけの空白にした
プリントである｡このプリントを家庭で音読練習
してくるように指示して,授業時間に音読発表さ
せ,その後,小テストとして書かせている｡発表
では,みんなの前で自主的に発表した生徒は,意
欲があるとして平常点に加算するようにした｡
2学期からこの活動を行ってきたが,生徒の
様子から,英語の定着という意味で非常に効果が
上がっていると感じる｡とにかく教科書を何回も
読んで英語自体を覚えるし,書く力も非常につく
指導法である｡
rQOセクシ5ン密の鮮写をと瀕至署を大事7こL,
T , /カがっいている兵劾 jあるので 鰍 こ
のまま顔ブナて餅LいでiToJ(生徒-のアンケー
トより)
4 考察
勤務校において,上記のような活動をしてきて,
その結果は,客観的にどうだったのだろうか｡英
語のリスニングカの伸長の客観的なデータについ
ては,外部模擬試験 (進研記述模試7月,11月)
のリスニングテス トの部分の結果を,他の県
内6つの進学校の生徒の結果と比較し分析した｡
結果は,本校の7月では,リスニングの偏差
値は,45.8だったのに対し,11月のリスニング
では,55.3であった｡ その間の伸びとしては,偏
差値で9.5であり,これは,県内他の6つの進学
高校の中で最大の数字である｡ その意味では,仮
説を立てて,様々な方策をとってきたことが結果
につながったと言える｡しかしながら,まだリス
ニングの実力では,県内では,上位の3校に後れ
を取っている｡これは,問題を分析すると,リス
ニングカもさることながら,基本となる英文の直
読直解の力がまだまだ不足しているからだ｡英語
の四技能は,バランスよく伸びなければならない｡
リスニングカだけの突出はあり得ない｡
また,本校では,年に2回全ての授業を対象
に授業評価をしている｡英語 Ⅰの授業評価では,
｢この授業に満足しているか｡｣の質問に対して
生徒の解答は,｢よく当てはまる 65%J,｢まずま
す当てはまる30%｣,で95%の生徒が授業に対し
て概ね満足に思っている｡ また,｢達成感が得ら
れる授業であるか｡｣も,86%の生徒が概ね満足
に思っている｡この数字は,他の教科等と比較す
べき類のものではないが,概ね良好なのではない
かと考えている｡また,紙面上割愛するが,自由
記述も非常に肯定的な意見が多かった｡
5 到達点と課題
到達点は次のとおりである｡
① 目的を明確化したリスニング活動を継続して
行うことにより,少しずつではあるが,リスニ
ングカも向上した｡
② リスニング活動で,英文内容や音の ｢気づき｣
を大切にする授業は,生徒がより真剣に授業に
取り組むだけでなく,ペアワークや全体での話
し合い活動に仕組むことで,聞くことに関する
深い学習が出来た｡
③ リスニング活動は,下位の生徒が活躍する場
面も多く,教師自身の考えも多く変わった｡文
法や読解が苦手な生徒が,英間英答で的確に答
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えたりすることもよくあった｡これまで,リス
ニングは,精読読解-速読-リスニングと段階
づけて考えていたが,いろいろな角度からの指
導のあり方が分かった｡
また,課題点としては,
① リスニングを伸ばすには,リスニングに特化
した指導では決してリスニングは伸びない｡1
時間内でのスピー キング指導,読解指導,表現
活動等の総合的な言語活動の充実が極めて重
要である｡本研究を通じて得たものをまとめ,
現任校の英語科職員全員で継続的に実施でき
るような3年間を見通したカリキュラム作り
が必要である｡
② 英語教師自らの英語力と英語の使用頻度が,
授業時間内の言語活動量に直接結びつくので,
自分自身の英語力向上が急務であると切に感
じている｡軌 今年度置賜地方の高校英語教員
同士で英語で話をする会を定期的に開催し,お
互いに研修を深めているところである｡
6 むすび
最後になりましたが,この報告を書くにあたっ
てご指導を賜りました山形大学教職大学院平田俊
博先生,三浦登志-先生,また実習校で指導を賜
りました霞城学園高等学校寒河江松夫教頭先生は
じめ英語科の先生方,山形大学附属中学校奥山竜
一教頭先生はじめ英語科の先生方,そしてこの2
年に渡る研修を快く可能にさせてくださった山形
県教育委員会及び勤務校である蒲生直樹前校長先
生及び佐藤広明校長先生はじめ教職員の皆様に厚
く感謝を申し上げます｡
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